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岩田　洋佳
森林そのものを育種するわけではないので、林木育種とよぶことが一般的です。ただ、森林遺伝育種、という言葉は使われています。森林遺伝には生態遺伝・集団遺伝学的な意味が込められているように思います。

岩田　洋佳
お二人とも委員会のメンバーなので、受けるというのが若干変な気がして直してしまいました。
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	話題提供者: 岩田委員
	顧みられない未利用種（NUS）の遺伝的改良について、その重要性やゲノム編集やゲノミック選抜などの先端的育種技術や農家参加型のデータを収集・利用する方法などについて紹介した。
	4.　 育種学の今後の在り方を議論する上でのポイントや今後のアクション、セミナー開催方法について
	5.　その他
	次回の分科会の内容について、より広い視点から育種学について議論するため、魚類育種について菊池委員、林木育種 について木村委員に話題提供をお願いする こととした。


